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令和 7 年 2 月 28 日  

 

 愛 知 県 知 事 殿 

 

豊明市長 小浮 正典 

 

検証実施報告書 

 

 令和 6 年 8 月 21 日付け 6 災対第 476‐6 号で事業を決定された後、新たに整

備したペット受入体制を基に検証を実施しましたので、令和 6年度ペット同行避難

対策事業実施要領第9の規定に基づき、下記のとおり提出します。 

記 

実施日 令和 7年 1月 24日（金） 

実施場所 豊明市共生交流プラザ カラット 

内容 １ 参加者 

犬 5組、猫 3組（市職員） 

防災防犯対策課職員、環境課職員 

カラット避難所開設職員、カラット職員 

見学者（区長、自主防災組織連合会理事、県内自治体職員、愛知

県職員） 

２ 検証方法 

 ペット同行避難に関する運用ルールの検討を目的とし、ペット同行

避難者の受付、仮置き場での一時避難、その後の同室避難まで検証

を行った。 

３ 検証項目※詳細は別紙「★訓練レビューまとめ」参照 

（１）新たに整備したペット受入体制の内容及びその評価 

・初動期 

  ペット同行避難者の受付を一般避難者と別で設置。地震発生直

後、避難者が多く押し寄せる場合、一旦ペットは屋外（屋根有）の

仮置き場に置き、飼い主は体育館に避難する想定とした。 

  カラットを除く避難所では、現行のマニュアルでもプールでペット

のみ飼育する運用となっているが、実際に訓練を行ってみると、

ペットと飼い主が別々の場所で滞在することは、飼い主にとって

不安が大きいことが分かった。 

・展開期 

  避難者が落ち着いたころ（体育館でダンボールベッドを設置でき



るようなタイミング）で同室避難を実施。犬と猫で動線と部屋を分

けて実施した。資材はケージ、ファミリールーム（間仕切り）、県の

ペット用テントを使用したが、配置や運用方法が課題となった。 

・安定期 

 実施なし。 

（２）地域性を考慮して取り組んだ内容及びその評価 

 自主防災組織が活発な地域もあるため、今回の取り組みを周知す

るため、地域の区長や自主防災組織の代表者に見学者として参加し

てもらった。今回訓練を行った地区以外の地区での横展開など、ペッ

ト同行避難について考えていただくきっかけとなった。 

（３）施設の特徴を考慮して取り組んだ内容及びその評価 

 学校でない指定避難所を訓練会場としたことから、施設側から同室

避難を許可していただけた。現状同室避難ができる指定避難所はカ

ラットのみのため、他の指定避難所でどのようなペット同行避難の運

用となるか、訓練を行いながら検証を行う必要がある。 

４ 検証の結果、新たに産出した問題点とその改善案 

 机上で考えた受付手順で実際に訓練を行うと、書類が煩雑であるこ

とが分かった。なるべく選択式にする、記入してもらうタイミングを工

夫するなどの検討が必要。 

５ 総評 

 屋外のペット仮置き場での避難、室内での同室避難を行い、訓練の

ため十分な環境が用意されていたが、それでもペットにとってはストレ

スがかかっている様子であった。参加者にとっては、避難所に行かな

くても済むような自助の対策も併せて行っていく必要があると認識し

ていただくきっかけとなった。 

 他の指定避難所ではプールがペット避難場所となっているため、今

後はカラット以外でもペット同行避難訓練を実施していく必要があ

る。 

 今回の訓練を第 1 歩として、地域と一緒に運用を検討していく必要

がある。 

※ 検証の様子が分かる写真を添付すること。 

※ 関係機関との協議書、改訂した避難所運営マニュアルなど、事業により作成され

た成果物を添付すること。 
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訓練レビューまとめ 
（課題と考察・所感） 

 

対象訓練：ペット同行避難訓練 

実 施 日：令和 7年 1月 24日 

 

1.会場レイアウト 

【①レイアウトの事前用意について】 

課題 

必要な資材、使える資材、スペースなどある程度レイアウトのベースが示され

ていないと、飼い主や避難所開設職員、施設職員、他の避難者だけで準備を行う

ことは難しい。 

考察 

・ 

所感 

 今後はどの程度の避難者が想定されるのかも視野に入れながら、ベースとなる

レイアウトを作成する必要がある。また、レイアウトも避難者数などの状況に応

じて複数用意しておくことが望ましい。具体的なレイアウト案を作ることで、必

要な資材の種類・数も把握ができ、今後は実際に避難所に配備された資材を使っ

て開設を行うことで、より実効性のある訓練につなげていくことができる。 

 また、同室避難場所は無いが、カラット以外の指定避難所についても、同じよ

うに屋外避難場所のレイアウトを検討していく必要がある。 

 

【②受付場所の認知について】 

課題 
 一般の避難者の受付（体育館）と分けて設置したが、掲示物だけでは案内が十

分とは言えない。 

考察 

・ 

所感 

 今回はペット同行避難者の受付が、体育館から直接可視できる範囲になく離れ

ていたため、掲示物だけの案内では実際の災害時を含め、避難者に伝わりにくい

状態となっていた。受付は分けたとしても、一般避難者の受付から可視できる範

囲で体育館付近に設置することが望ましいと思われる。 

 また、今後ペットの受付を避難所運営マニュアル等に反映できる段階まで進め

ることができれば、訓練等で平時から周知することが可能。 

 

【③地域住民、飼い主等での準備について】 

課題 

（レイアウトに関する内容は①参照） 

 家族がいれば別だが、ペットを連れながら準備を行うことは難しい。また、ペ

ットを仮置場に置いたとしても、家族以外が世話をすることには抵抗がある。 

考察 

・ 

所感 

発災初期は、ペット同行避難者を受け付けるにしても、開設職員や地域の一般

避難者が中心となるため、現在の避難所開設・受付業務の中に、ペットに関する

内容も組み込んでいく必要がある。飼い主で開設準備や受付、その後の運営を行

うにしても、（臨時）避難所運営委員会で統制を図る必要があるため、（臨時）避

難所運営委員会の役割の中にもペット対応を組み込むことを検討する必要があ

る。 
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2.受付（一次） 

【①様式について】 

課題  記入する用紙枚数が多く、重複する項目も多い。 

考察 

・ 

所感 

 今回の訓練は時間が短縮されていたため、短時間で複数の様式を記入したが、

実際には「避難者名簿」→「ペット登録台帳」→「ペット飼養状況届出書」はフ

ェーズが分かれるため、時間を分けて記入することとなる。しかしながら、「ペ

ット登録台帳」は敷地内別居（仮置場）と同室避難で分けたため非常に煩雑とな

った。また、似た様式のため、参加者の中には同じ様式を 2回書いたという認識

を持った方もいた。ペット登録台帳は 1 つにし、「仮置場→同室避難」など、経

過を記録することで対応できないか検討する必要がある。 

 

【②準備物について】 

課題 
 受付用の筆記用具が不足していた。 

 猫の場合ケージに入れていないと受付は難しい。 

考察 

・ 

所感 

 筆記用具は、今回の訓練のために調達したものであるため、過不足については

問題としていない。今後ペット関連の様式を避難所備蓄倉庫内の標準資材として

組み込む段階で、筆記用具の追加を検討する。 

 基本的には飼い主にケージを持参してもらうが、持っていない場合もあるた

め、ある程度市でも備蓄しておくことが望ましい。 

 

【③受付を一般と分けるかどうかについて】 

課題  理想的には分ける方が良いが、人手の確保が課題。 

考察 

・ 

所感 

 動物を怖がる方や、アレルギーをお持ちの方もいるため、基本的には一般とペ

ット同伴者の受付は分ける方が良いという意見が多かった。今回のカラットでは

体育館とペットの受付が離れていたが、他の避難所ではプールがペット避難場所

となるため、受付を分けたとしても、体育館から見える範囲で設置できると思わ

れる。 

 

【④受付要領について】 

課題 

 （様式に関する内容は①参照）  

「仮置場⇔受付」の往復が多くなり、無駄な動きが多かった。猫の場合、ケー

ジに入れていれば仮置場は不要だった。 

考察 

・ 

所感 

 仮置場は、同室避難ができるようになるまでの間に、飼い主と離れて避難する

敷地内別居スペースである。受付時の仮置場の利用については、必須ではなく、

ペットを連れたまま受付することが難しい方が利用する想定で、猫などケージや

リュックに入れた状態で受付けできる場合は、受付前に仮置場を使用する必要は

ない。 
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3.ペットの移動 

【①一般の人との動線について】 

課題 
 カラットの場合一般とペットで受付場所が離れていたため、動線が分離できて

いたが、他の避難所の場合は、体育館付近でウロウロすることが予想される。 

考察 

・ 

所感 

 カラット以外の避難所の場合、体育館付近で一般の方もペット同伴の方も場所

を分けて受付することが想定される。一般の方と接近する可能性はあるため、場

合よっては先にプールなどの仮置場（敷地内別居スペース）にペットを置いてか

ら受付を行うことも検討する必要がある。 

 

【②ペットによる汚れについて】 

課題 

 排泄の問題を完全に防ぐことは難しく、敷地内でも植木などに排泄してしまう

可能性はある。また、猫の場合、キャリーにトイレシートが無い場合は、廊下等

を汚してしまう可能性は高い。 

 犬種によっては毛が多く抜ける。 

考察 

・ 

所感 

 トイレの場所や定期的な掃除当番など、ある程度避難者でルールを決めて運営

していく必要がある。オムツやマナーベルト、トイレシートなどの持参を平時か

ら飼い主に呼びかけるとともに、市でも備蓄ができると望ましい。 

 

4.ペット仮置場 

【①仮置場の環境について】 

課題 

 フェンスやネットを設置していたとはいえ、地面との間に隙間が生じており、

猫であれば脱走する可能性がある。テントを設置したが、雨風をしのぐのに十分

とは言えない。また、夏場は暑さに耐えられない可能性がある。 

考察 

・ 

所感 

 仮置場の設置場所の選定を含め、今後はレイアウトをより具体的に想定する必

要がある。ケージに入れて何頭飼育可能か、係留する場合は何 m間隔にし、何頭

飼育可能かなど。雨風、暑さ対策も検討する必要があり、他の避難所のプールで

も実際に検証してみる必要がある。 

 

【②飼育頭数について】 

課題 
 ケージに入れる入れないで頭数は変わってくる。用意したケージに入らない犬

もいて、その場合飼育可能頭数は少なくなる。 

考察 

・ 

所感 

 今後はどの程度の避難者が来るのかも、ある程度想定しておくと、レイアウト

を考えるうえで参考になると思われる。ケージに入れて並べる場合も、隣のケー

ジとの間にダンボールを入れるなどの対応も必要になる。 

 

【③人の配置について】 

課題 
 仮置場にペットを残して飼い主が体育館に避難した際、訓練では避難所開設職

員等が安全管理をしていたが、実際の災害時は人手が足りない可能性がある。 

考察 

・ 

所感 

 避難している飼い主や地域の人で配置が可能か、実際に避難者となる地域の人

も参加する訓練で検証する必要がある。現状避難所運営マニュアルにあるプール

を使用した訓練も実施することが望ましい。 
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5.同室避難受付 

【①様式について】 

 ※2.受付（一次）【①様式について】参照 

 

【②同室避難の実施可否について】 

課題 
 カラットでは同室避難可能だが、他の避難所は学校であり、学校再開の面など

を考えると同室避難は難しい。 

考察 

・ 

所感 

 現状カラットのみ同室避難可能としているが、市内全域のペット避難者を賄う

ことはできない。かと言って他の避難所（学校）で同室避難を実施することは難

しい。そのため、他の指定避難所でのペット敷地内別居スペース（現状はプール）

の受入体制整備とあわせて、同室避難ができるペット専用避難所を別で検討して

いくことも有効と思われる。 

 

6.同室避難スペース 

【①ペット用テント（県支給）について】 

課題 
 底が完全に塞がれておらず、猫であれば脱走する可能性がある。また、数に限

りがあるため、運用方法に課題がある。 

考察 

・ 

所感 

 完全に塞ぐ場合は養生テープで固定するなどの対応が想定される。また、テン

トの中でもケージに入れるなどの対応で脱走防止対策は可能。 

 数に限りがあり、一般避難者よりも優遇された環境になりかねないため、赤ち

ゃんテントのように共用スペースとしての利用も検討する必要がある。 

 

【②ファミリールームについて】 

課題 
 テントより逃げ出す可能性は高いため、ルーム内でのペットの解放は不可。ま

た、テントと同様運用方法が課題となる。 

考察 

・ 

所感 

 もともと市で備蓄している資材のため、テントよりは手配がしやすいが、今後

はレイアウトを作り、具体的にいくつ必要かを試算し、いくつペット用に手配で

きるかを検討していく必要がある。 

 体育館の一般避難者より優遇されているという意見もあったが、フェーズとし

ては体育館でもダンボールベッドによる区画がなされている時なので、1区画の

条件はあまり変わらない。 

 

【③飼育頭数について】 

課題 
 テント、ファミリールームに 1組ずつの運用なのか、ペットのみケージで複数

入れるのかによって飼育可能頭数は変わってくる。 

考察 

・ 

所感 

 上記 2つのパターンに分けたレイアウトを作成し、避難者の状況に応じて選択

できるようにしておく必要がある。レイアウト作成することで、ある程度の飼育

頭数を想定することができる。 
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7.飼い主への啓発 

 

課題 
 ペット同行避難の運用、避難する際に必要なもの、平時から備えておくもの、

避難所に来なくて済むような対策など、平時から啓発が大切。 

考察 

・ 

所感 

 平時の地域の防災講話や訓練での周知、環境課と連携し犬のしつけ教室などで

の周知が考えらえる。また、周知にあたり、啓発したい内容を精査し、まとめた

パンフレット等を作成することで効果的に啓発ができる。 

 

意見交換会での内容（2/28実施） 

【主な意見】 

 ペットを連れてグラウンドで車中泊、テント泊をすることは可能か。またどれぐらいの

スペースを使うことができるのか。 

 仮置場にペットを置く場合、夜間は心配。 

 猫をケージに入れておく場合、毛布などで目隠しがあると良い。 

 同室避難の場合、臭いがこもってくるのが気になる可能性がある。 

 平時から環境課などと連携してペット同行避難や、自助についての啓発ができないか。 

 避難しようと思ったときに、同室避難スペースが空いているかは分かるのか。今回の訓

練のような室内環境に避難できなければ、避難しないことを選択する。 

 受付様式に記載する個人情報について、写真を撮られたことが気になった。 

（今後の対応） 

➢ 次年度以降の訓練で車中泊、テント泊でのペット避難についても実施してみる。 

➢ ペット防災に関する啓発パンフレット等を作成し、環境課のしつけ教室など、平時の取

組の中で啓発を行う。 

➢ 訓練の場合に記載する個人情報はダミーで構わないこととする。 

 

【総括】 

 ペット同行避難に関するルールが無い中、まずは訓練を行ってみてどのような課題がある

のか検証し、解決方法を検討する取り組みとして意義のある訓練となった。 

 今回は同室避難についても検証するため、カラットで行ったが、指定避難所としては特殊

な環境であるため、他の指定避難所でも現行の避難所運営マニュアルに記載された内容をも

とに、プールでのペット避難等を実施してみる必要がある。また、訓練用に手配した参加者

で行うのではなく、実際に避難する地域の方も参加する訓練の実施が望ましい。 

 マニュアルの整備に付随し、同室避難場所、仮置場のレイアウトを具体的に検討し、それ

に合わせて必要な資材の数等も検討していく必要がある。 

 訓練であり、ペットにとって実際の災害時よりは恵まれた環境であったにも関わらず、ペ

ットにとってはかなりストレスがかかっている様子であった。飼い主もそれを実感したこと

で、避難所に行かなくも済むよう自助の取組みに力を入れていくことの普及の一助になった

と思われる。 

 ペット同行避難者の受入体制整備を進めると同時に、ペット防災に関する自助の取組みに

ついても平時から啓発していく必要がある。 



 



 

豊明市 

ペット同行避難訓練実施計画 
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日 時  令和７年１月２４日（金）１４時～ 

場 所  共 生 交 流 プ ラ ザ  カ ラ ッ ト 

 

 

 

 

 



1 

 

１ 目的 

 本市においては、避難所運営マニュアルにペット飼養場所を記載するなどの検討を行って

いますが、具体的な運用については定まっておりません。また、飼養場所は現状屋外を想定

していますが、過去の災害では、同室避難の体制が整っていないがために、ペットと共に避

難をしたくても避難ができない（しない）被災者もおり、ペット同室避難の体制整備につい

ても検討していくことが望ましい状況にあります。 

 ついては、当市はペット同行避難に関するノウハウやルール作りが十分とは言えない状態

のため、まずは①ルール作り、マニュアル作りを目的とした検証訓練を行います。また、実

施に当たり、②共生交流プラザをペット同室避難可能避難所として、併せて検証を行います。 

なお、本訓練は、愛知県が実施する「ペット同行避難対策事業」のモデル事業実施自治体

の一つとして、以下２事業に豊明市が選定されたことを受け、各種支援を活用しながら実施

するものです。 

  ⑴ テント活用モデル事業 

  ⑵ ペット同行避難対策導入支援事業 

 

２ 日時 

 令和７年１月２４日（金）１４時～１５時３０分 

 

３ 場所 

 豊明市共生交流プラザ カラット（豊明市二村台１‐２７） 

  南館入口 

  南館１階 フォーラム 

  南館３階 研修室 

  南館南側屋外スペース 

 

４ 実施内容 

⑴ ペット同行避難者の受付準備及び受付 

    避難者名簿、ネームプレート、ペット登録台帳、ペット飼養状況届出書の記入 

 ⑵ ペット避難体験 

    南館南側屋外スペース：敷地内別居避難（犬・猫） 

    南館１階フォーラム：同室避難（犬） 

    南館３階研修室  ：同室避難（猫） 
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５ 参加者 

 市職員（防災防犯対策課・環境課） 

 カラット職員 

 ペット同行避難者役（市職員から犬５組、猫３組） 

 カラット避難所開設職員 

 区長・自主防災組織連合会理事（見学） 

 愛知県職員（協力） 

 ＊対象とするペット：犬・猫 

 

６ 会場使用図 

 共生交流プラザ カラット 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北門 

南門 

中央広場 

カラット広場 

一般用駐車場 

体育館 

北館 

南館 

ペット仮置場 
（敷地内別居） 
※南館南側屋外スペース 
※本訓練では開始前の一時
的なペット待機場所として
も使用。 

ペット同室避難場所 
・1 階フォーラム（同室避難：犬） 
・3 階研修室（同室避難：猫） 

車中泊・テント泊エリア 
（ペット敷地内同居） 
※本訓練では実施しない 

ペット同行避難者受付場所 

ペット仮置場 
（敷地内別居） 
※南館入口北側スペース 
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７ 実施概要 

 

内容 本訓練での実施者 災害時の実施者 

～地震災害発生初期～ 

① ペット仮置場（敷地内別居

スペース）の設置・案内表

示の設置 

防災防犯対策課、避難所

開設職員 
避難者、避難所開設職員 

② ペット受付準備 避難所開設職員 避難者、避難所開設職員 

③ ペット受付の開始（一次） 避難所開設職員 避難者、避難所開設職員 

④ ペットを仮置場（敷地内別居

スペース）へ置き、避難者は

体育館へ 

ペット同行避難者役 ペット同行避難者 

～避難者の受付がある程度落ち着いてから～ 

⑤ 飼い主の会設置 ※実施省略 ペット同行避難者 

⑥ ペット同室避難場所の準備 防災防犯対策課 

※本訓練では事前に事務

局で実施しておく。 

飼い主の会、避難所開設職

員、（臨時）避難所運営委員

会 

⑦ ペット同室避難受付、避難実

施 

避難所開設職員、ペット同

行避難者役 

飼い主の会、避難所開設職

員、（臨時）避難所運営委員

会、ペット同行避難者 

⑧ 避難所でのルール説明 防災防犯対策課、避難所開

設職員、ペット同行避難者

役 

飼い主の会、避難所開設職

員、（臨時）避難所運営委員

会 

 

（参考）災害時のペット対応実施主体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

避難者 

避難所開設職員 

臨時避難所運営

委員会 
避難所運営委員会 

飼い主の会 

情報共有 

発災初期 避難者の受入が落ち着いてきたら 
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８ 実施詳細 

 

① ペット仮置場（敷地内別居スペース）の設置・案内表示の設置 

 

設置場所 南館南側屋外スペース、南館入口北側スペース 

実施者 防災防犯対策課、カラット避難所開設職員（災害時は避難者、避難所開設職員） 

 

大規模地震発生直後は、避難者が多く押し寄せるため、初めから教室等は使用せず、一旦

は屋外の雨風を防ぐことができる場所を仮置場として設置します。仮置場の設置に併せて、

仮置場の場所を示す案内表示を避難所入口等に貼ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑴ 南館南側屋外スペース 

ワンタッチテント（横幕有）を設置し、同行避難した

ペットの仮置場とする。 

 

⑵ 南館入口北側スペース 

既存の屋根を使用し、ブルーシートで横幕を設置 

※本訓練では防災防犯対策課で事前に設置しておく。 

 

敷地南側 
徒歩出入口 

既存ゲート 

植込み 

既
存
フ
ェ
ン
ス 

テント 

フォーラム 

テント 

フォーラム 

① 
② 

③ 

① ② ③ 

⑴ 

⑵ 

ペット用フェンスを設置 ブルーシートをカラーコーン
とおもりで固定し、フェンス
の隙間を塞ぐ。 

ごみ用ネットを設置し、植込
みの隙間を塞ぐ。 
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⑶ 同行避難ペットの受付場所が分かるよう、南北各敷地入口及び体育館等に、受付場所を示

した会場図を貼る。 

 

② ペット受付準備 

 

設置場所 南館 1階入口 

実施者 カラット避難所開設職員（災害時は避難者、避難所開設職員） 

 

 通常の避難者受付（体育館）とは別の場所に、ペット同行避難者の受付を設ける。 

 

←南館 1階入口 

軒下スペースを使用し、受付を設置 

（必要資材） 

長机、椅子、各種受付様式、筆記用具 

※訓練時は一般利用者も居るため、入口全面を塞が

ないようにする。 

 

 

 

③ ペット受付の開始（一次） 

 

実施場所 南館 1階入口 

実施者 
カラット避難所開設職員、ペット同行避難者役（災害時は避難者、避難

所開設職員） 

 

南館 1階入口にて、ペット同行避難者の受付を行う。 

⑴ 避難者名簿（様式１）の記入（ペット同行避難者役） 

⑵ ネームプレート（様式２）を記入し、ペットのケージに貼り付ける（ペット同行避難者役）。 

⑶ ペット登録台帳【敷地内別居用】（様式３）（ペット同行避難者役、カラット避難所開設職

員） 

※ 避難者名簿は、市ホームページ等でも周知しているため、事前に記入しておく。 

※ ケージ等が無い場合は、首輪や係留場所に直接ガムテープや養生テープを貼り、油性ペ

ンで飼い主名等を記載する。 

※ ペット飼育場所の動物を把握しておく必要があるため、ペット登録台帳【敷地内別居用】

にペット同行避難者役が記入する。入退所管理欄はカラット避難所開設職員が記入する。 

※ 混合ワクチン、フィラリア予防、狂犬病予防接種未実施の場合は、室内避難不可とし、

掲示物で案内をする（対応が可能な場合は、車中泊避難など屋外の隔離されたスペースで

対応する）。 
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④ ペットを仮置場（敷地内別居スペース）へ置き、避難者は体育館へ 

 

大規模地震発生直後は、避難者が多く押し寄せるため、初めから教室等は使用せず、一旦

は屋外の雨風を防ぐことがきる場所として設置した仮置場にペットを置き、避難者は体育館

へ避難します。ケージの無いペットは、ポール等への係留も検証します。 

ペットを置く際は、原則ケージ等に入れて置きます。 

※本訓練では一般利用者がいるため、南館入口北側スペースでの飼育は省略します。 

 

⑤ 「飼い主の会」設置 

 

避難所でのペットの管理は、飼い主の責任（自助）ですが、飼い主同士で助け合う流れ（共

助）ができれば、飼い主個人や避難所運営者の負担軽減にも繋がります。避難者の受入れが

落ち着いたところで、「飼い主の会」を立ち上げ、避難所の実情に合わせた詳細なルール作り

を促します。 

「飼い主の会」は、臨時避難所運営委員会からペット管理の運営を引き継ぎ、避難所運営

委員会と適宜情報共有を行いながら、運営を行います。 

※本訓練では省略します。 

 

⑥ ペット同室避難場所の準備 

 

実施場所 南館 1階フォーラム、南館３階研修室 

実施者 
防災防犯対策課（災害時は飼い主の会、避難所開設職員、（臨時）避難所

運営委員会） 

 避難者の受入れが落ち着いてきたところで、施設から許可をもらっている場合は、同室避

難スペースの準備を行います。 

 

＜南館＞ 

１階フォーラム：犬用 

３階研修室  ：猫用 

 

 

 

      犬の同室避難経路 

      猫の同室避難経路 
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＜１階フォーラム＞ 

⑴ 床全面をブルーシートで養生する。 

⑵ ペット用テント等を設置する。 

（使用資材） 

 ・ペット用テント（犬用）1基 

 ・ファミリールーム 2基 

 ・ケージ 大 2、中 2 

※ケージは避難者が持参することが原則だが、無い

場合に備えて用意 

 

←県貸与のペット用テント 

 犬用・猫用として各位１基、合計２基 

※今回の訓練では、ブルーシート、テン

トの設置等は午前中に防災防犯対策課

で行います。 

 

 

 

 

＜３階研修室＞ 

１階フォーラム同様ブルーシートで養生し、ペット

用テントを設置する。 

 

 

 

 

 

 

＜各部屋のレイアウト（例）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○フォーラム（1 階）（約 10m×10m） ○研修室（3階）（約 10m×10m） 

ペット仮置場 
（敷地内別居スペース） 

出入口 

出入口 出入口 

出入口 

テント（犬用） 
テント（猫用） 

ファミリー 
ルーム 

ケージ 
ファミリー 
ルーム 

ケージ 
防球フェンス 

防球フェンス 

ブルーシート 
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⑦ ペット同室避難受付、避難実施 

 

実施場所 南館 1階入口、南館 1階フォーラム、南館３階研修室 

実施者 
カラット避難所開設職員、ペット同行避難者役（災害時は飼い主の会、

避難所開設職員、（臨時）避難所運営委員会、ペット同行避難者） 

 

 同室避難を希望する避難者は、ペット登録台帳【同室避難用】（様式４）を記入し、同室避

難スペースに移動します。屋外犬など、屋外で飼育するペットは、引き続き仮置場（敷地内

別居スペース）で飼育します。 

⑴ 南館 1 階入口にて、ペット登録台帳【同室避難用】（様式４）を記入（ペット同行避難者

役、カラット避難所開設職員） 

⑵ 犬の避難 

  

他の避難者等との接触を避けるため、フォーラム南

側にある出入口から直接出入りする。 

 

フォーラム内では、上記テントの検証、ケージ等の

使用による同室避難の検証を行う。 

※犬猫の同室避難経路については、「⑥ペット同室避

難場所の準備」の施設図を参照。 

 

⑶ 猫の避難 

 ケージ、キャリーケース等に入れた状態で、南館１階入口から入り、階段を使用して３階

研修室に入る。 

⑷ ペット飼養状況届出書（様式５）の記入（ペット同行避難者役） 

詳細なペット情報を把握するため、ペット飼養状況届出書（様式５）を記入 

※引き続き仮置場（敷地内別居スペース）で飼育する場合は、飼い主も引き続き体育館に

滞在し、体育館でペット飼養状況届出書を記入（ペット登録台帳【同室避難用】は不要） 

 

⑧ 避難所でのルール説明 

「飼い主の会」で、避難所に合った詳細なルールを決め、避難者に説明します。 

※本訓練では省略します。事務局より一般的なルールを紹介し、当市にどのようなルール

が必要か検討する機会とします。 

（注意）カラットは通常時ペットの同伴が不可のため、以下の点に注意する。 

⚫ 訓練中のペットにはオムツ（マナーベルト・マナーウェア等）を着用させる。万一敷

地内で排泄等をした場合は、アルコール消毒等を使用して清掃する。 

⚫ フォーラム、研修室以外の建物内には、ペットを入れない。３階研修室までの移動の

際は、ケージ、キャリーケース等に入れた状態で移動する。 

フォーラム 
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（使用様式）様式１ 
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様式２ 
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様式３ 
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様式４ 
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様式５ 
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９ タイムスケジュール 

 

午前中 ： 会場準備（防災防犯対策課） 

14：00 ： 全体説明・訓練開始 

      区長・理事概要説明（＠フォーラム） 

      ペット仮置場（敷地内別居スペース）、受付準備 

14：15 ： 受付準備後ペットの一次受付を実施、仮置場（敷地内別居スペース）の検証 

14：45 ： 同室避難受付・避難実施、各種検証（＠フォーラム、研修室） 

15：25 ： 講評 

15：30 ： 訓練終了・片付け・解散 

 

１０ 準備物 

 

品 名 数 量 調達先 

ペット用テント 2（犬用、猫用各 1） 愛知県（1/10 納品） 

ワンタッチテント・横幕・ウ

エイト 

1セット（テント 1、横幕 3、

ウエイト 2） 
愛知県（1/10 納品） 

ケージ 

①小 1、中 1 

②トムクレイト 4000×2、ト

ムクレイト 2000×2 

①ファミリーペット豊明店 

②愛知県（1/23納品） 

リード 5 愛知県（1/10 納品） 

ペット用フェンス・骨 12枚（H90×W60）・12本 ファミリーペット豊明店 

卓球用防球フェンス 6 カラット（体育館） 

ゴミ用ネット 2 市（環境課） 

ファミリールーム 4 市（防災防犯対策課） 

ペットシート 各 1パック 愛知県（1/10 納品） 

ペット用オムツ 各 1パック 市（防災防犯対策課） 

ブルーシート 
3.6×5.4：10 枚 

5.4×7.2：5枚 
市（水防倉庫等） 

カラーコーン・おもり・バー 各 15 カラット 

アルコール消毒 適宜 市（防災防犯対策課） 

布巾等 適宜 市（防災防犯対策課） 

受付様式（避難者名簿、ネー

ムプレート、ペット登録台

帳、ペット飼養状況届出書） 

適宜 市（防災防犯対策課） 

長机 5 カラット（体育館） 

各種表示 各 1 市（防災防犯対策課） 

アンケート 区長・理事見学人数分 市（防災防犯対策課） 
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品 名 数 量 調達先 

養生テープ 10 市（防災防犯対策課） 

インシュロック 適宜 市（防災防犯対策課） 

筆記用具 適宜 市（防災防犯対策課） 

メガホン 2 市（防災防犯対策課） 

アンプセット 1セット カラット 

コードリール 1 市（防災防犯対策課） 

鍵 カラット一式・南京錠 40番 市（防災防犯対策課） 

ロープ・縛り紐 適宜 市（防災防犯対策課） 

ゴミ袋 適宜 市（防災防犯対策課） 

１１ 検証項目 

 以下の視点をもとに評価を行い、訓練時に気づいた点（課題や良好な点など）をレビュー

シートに記入する。 

項目 評価の視点 

会場準備 

⚫ 今回の訓練では、避難者の受入れをメインとしたため、同室避難スペ

ースの準備は事前に事務局で行った。実際の災害時に飼い主の会でレ

イアウトを決め、準備を行うことは可能か。 

⚫ ペット同行避難者が受付場所を認識できるか。 

受付（一次） 

⚫ 受付は一般とペット同行避難者で分けるべきか。 

⚫ 受付の間ペットはどこにいるのか（仮置場で問題ないか）。 

⚫ 様式を使用した手順は適当か（避難者名簿、ネームプレート、ペット

登録台帳）。 

⚫ 他に必要な資材は無いか。 

⚫ １組の受付にどれくらいの時間がかかるか。 

⚫ ペットをケージに入れずに連れてきた場合、対応が可能か（どこかに

係留など）。 

⚫ ワクチン接種等未実施等の場合の対応は適当か。 

ペットの移動 

⚫ 一般の避難者と動線が分けられているか。 

⚫ 大型犬も対応可能か。 

⚫ 同室避難の際、使用する部屋以外を汚すことはないか。 

ペット仮置場

（敷地内別居

スペース） 

⚫ 何頭飼育可能か。 

⚫ 係留する場合、１頭ごとの距離は適当か、係留での対応が可能なのか。 

⚫ ペット同士のトラブルは無いか。 

⚫ 子どもや一般の避難者が近づかないような対策が取られているか。 

⚫ においや鳴き声の影響や、飼い主（体育館）との距離については問題

ないか。 

同室避難受付 ⚫ 様式を使用した手順は適当か（ペット登録台帳）。 

同室避難スペ ⚫ １避難者当たりのスペースはどのくらい必要か（今回の部屋で何人・
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項目 評価の視点 

ース 何匹受入れられるのか）。 

⚫ 部屋のレイアウトはどのようにしたら良いか（テントやファミリール

ームで１組ずつ区切る、ペットと人は別にするなど）。 

⚫ ペット同士のトラブルは無いか（騒ぐペットの対応など）。 

⚫ 部屋を汚すことは無いか。 

⚫ 食事、排泄はどこでどのように行うのが適当か。 

⚫ においや鳴き声の影響は無いか。 

⚫ テントやファミリールーム内でペットを開放した場合、脱走する可能

性は無いか。 

⚫ 県から支給されたテントはペット避難に特化したものと言えるか、特

化したテントが必要か。 

⚫ どのような準備品が必要か（施設側、飼い主側）。 

⚫ 飼養状況届出書の記載タイミング適当か。 

⚫ 清掃・消毒について、どのようなものが必要か。 

飼い主への啓

発 

⚫ 飼い主に対し、平時にどのような啓発が必要か。 

⚫ 避難所に避難する際に持参するものは適当か。 

 

１２ 駐車場 

 参加者（愛知県含む）、見学者（区長・理事）：カラット利用者駐車場 

 見学者（他自治体）：唐竹広場（下図） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１３ その他 

 気象等の警報発表時（発表が予想される場合）、震度４以上の地震が発生し、安全が確認で

きない場合又は荒天時は中止します（少雨決行）。 

唐竹広場 


